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2021年度から新学習指導要領が全面
実施されました。新学習指導要領に
おける評価のポイントについて、中

なか

村
むら

一
かず

哉
や

先生（実践女子大学特任教授）
監修のもと、わかりやすくまとめた
漫画を光村図書のウェブサイト上に
アップしました。

中学校美術
評価に関する資料の
ご案内

こちΒの23ίーυかΒ
͝ཡいただ͚ ·͢ 。

光村図書では、2018年より「ART BY 
STUDENTS」というウェブコンテン
ツを立ち上げ、創意工夫にあふれる
生徒作品をご紹介しています。2022
年2月時点で、中学生・高校生の作
品数は650点にのぼります。今回、
高等学校『美術』教科書の編集委員
の先生方が、その中から1点ずつお
気に入りの作品を選びました。「私
のこの 1点」というページでご紹介
しています。

高等学校版ART BY
「私のこの1点」の
ご案内

こちΒの
23ίーυかΒ
͝ཡいただ͚ ·͢ 。

「˞23ίーυ」は、ࣜג会ࣾσϯιー΢Σーϒのొ࿥঎ඪで͢。
˞*OTUBHSBNは、*OTUBHSBN
*OD�の঎ඪ·たはొ࿥঎ඪで͢。
˞このग़൛෺の内༰はࠃ連にΑってঝೝされて Β͓ず、
ɹࠃ連·たはͦ の৬һ΍加ໍࠃのݟղΛ൓ө͢る΋のでは り͋·せん。
ɹࠃ連)PʢIUUQT���XXX�VO�PSH�TVTUBJOBCMFEFWFMPQNFOU�ʣ



ア ト リ エ

訪 　 　 問
第 20 回

山口つばさ
美大受験や東京藝術大学を舞台とした
青春群像漫画『ブルーピリオド』。
ページを捲

めく

れば、躍動感のある絵に圧倒され、
個性的なキャラクターが悩みもがく姿に共感させられる。
そんな人気漫画を手がける山口つばさの創作現場をのぞいた。
ࢠӨ�Ӭ໺խࡱ

漫画家
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ɹに͗Θ͏঎ళ֗Λൈ͚、গ͠า͍

ͨ先にࣄ࢓৔͸͋ͬͨɻࣗ୐΋݉Ͷ

ΔϚϯγϣϯҰࣨͷυΞΛҾ͘ͱ、

Μがܴ͑ͯ͘͞ޱࢁでإͳস͘͞ؾ

Εͨɻೆ͖޲ͷ૭͔Β೔ޫがࠩ͠ࠐ

Ή作ۀ෦԰にೖΔͱ、໨にඈͼࠐΜ

で͖ͨͷ͸ʮϒϧʔʯͷนͩͬͨɻ

ʕ੨いนがす͖ͯͰすͶɻ

実家のカーテンが青だったこ　ޱࢁ

ともあって、目の前が青だと落ち着

くんです。自分で青く塗ったので、

あまりきれいじゃないですけど（笑）。

　右利きなので、机や椅子は左側か

ら光が差し込むように配置してあり

ます。今はアシスタントさんにはリ

モートで仕事をしてもらっているの

で、基本的に一人で作業しています。

ネームの作業とかで行き詰まったと

きは、スマホを家に置いてカフェに

こもったりもします。

ʕըࡐ͸Ͳういͬた΋のΛ࢖ΘΕ

ΔのͰすかɻ

よく使うのは墨汁ですね。イ　ޱࢁ

ンクよりもさらっとしていて、すぐ

乾くのでやりやすいんです。色塗り

は水彩が多いですが、載せる媒体に

よっていろいろ変えています。ネー

ムからペン入れまでは手書きでやっ

て、トーンを貼ったり、作中絵を入

れたりといった作業はデジタルでや

る感じです。
ʕ࡞தͰ͸ɺຊ෺のඒେੜが༧උ

୅ʹඳいたֆͳͲ΋ొ৔͠·す࣌ߍ

ΑͶɻ

たくさんの方に作品を提供し　ޱࢁ

ていただいたり、取材させていただ

いたりしているおかげで、『ブルー

ピリオド』を描けています。

　ストーリーを考えるときは、自分

の体験をもとにしたり、友達の話を

参考にしたりすることが多いです。

絵画教室の話を描いたときは、そこ

で先生をしている友達に取材をしま

した。第1巻で主人公の八
や

虎
とら

が美術

にハマっていく過程も、実は友達か

ら聞いた話を参考にしていて。
ʕͦうͳΜͰすかʂ

連載を始める前に、中学校で　ޱࢁ

美術の先生をしている友達から聞い

た話なんですが、クラスで美術の授

業に真面目に取り組まない生徒がい

たそうなんですね。

　ある日、オリジナルの標識やマー

クをつくるっていう授業で、その生

徒が「恋愛推奨」みたいなメッセー

ジをテーマに、男女が手をつないで

いる構図のマークをつくろうとした

んです。その子は恋愛ドラマが大好

きだったそうで、「あまりギュッとじ

ゃなくて、優しく握っているふうに

したい」とか「女の子のスカートは

短すぎないほうがいい」とか、かな

り試行錯誤しながら真面目に取り組

んだらしくって。
ʕこだΘΓがग़͖ͯたΜͰすͶɻ

そうなんです。完成した後に　ޱࢁ

作画΍ωーϜに࢖うさ·͟ ·なϖϯ΍Ԗච。
「ਓ෺のϖϯೖれΛしていると͖ が しָいで͢」。

ண色に࢖う絵の۩。ਫ࠼΍ΞクϦϧなど、
ഔ体にΑって࢖い分 る͚。

෦԰Λ取りғΉΑうにஔかれたຊ୨には、ඒज़ؔ܎のॻ੶΍Ѫಡ͢るອ画がずΒり。
ΧΤϧ޷ な͖ので、୨にはかわいΒしいΧΤϧのਓܗ΋。

自分のこだわりを
誰かに承認されるって、
すごい体験だと思っていて。
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クラスで人気投票をしたら、その生

徒の作品がすごく人気だったみたい

で。それから、その生徒は美術の授

業に真剣に取り組むようになったっ

ていう。とてもいいエピソードだな

と思って、『ブルーピリオド』を描

く際の参考にしました。

　自分のこだわりを誰かに承認され

るって、すごい体験だと思っていて。

八虎も、渋谷を青く描いた風景画を

きっかけに美術にハマっていきます

が、彼も絵に込めたこだわりや思い

が周囲に伝わったことがうれしかっ

たわけで。

　八虎のように、もともとまったく

美術に興味がなく、その道の天才で

はない人間が美術の道を歩んでいく

過程を描くことで、少しでも美術へ

の距離感を縮められたらいいなと思

っています。
ʕޱࢁさΜࣗ͝਎͸ɺࢠͲ΋のࠒ

のඒज़のतۀͰҹ৅ʹͯͬ࢒いΔこ

ͱ͸͋Γ·すかɻ

私は小さい頃からずっと絵を　ޱࢁ

描いているような子どもだったので、

周囲からも「絵が得意なつばさちゃ

ん」みたいな感じだったんですね。

　それで中学生の頃、少しグロテス

クな絵を描いたことがあったんです。

友達も絵を見て騒いでくれるし、描

いていて楽しいし。そしたら、その

絵が職員室で少し問題になってしま

って。でも、美術の先生が「この年

頃ならよくある」とフォローしてく

れたらしいんです。尖
とが

った絵でも、

ありのままを見てくれた気がしてう

れしかったですね。

や·͙ ・ͪͭ ͹さ
東京都出身。東京藝術大学絵画科油画専攻卒業後、『熱
の夢』で「アフタヌーン四季賞 秋のコンテスト」の佳作を受
賞。2016年に新海誠監督原作の『彼女と彼女の猫』のコミ
カライズで漫画家デビュー。現在、「月刊アフタヌーン」（講
談社）で『ブルーピリオド』を連載中。同作は 「マンガ大賞
2020」で大賞を受賞、21年10月よりテレビアニメ放送もスター
ト。（作品にノイズを入れたくないとの理由から、素顔は非公表）

高౳学校の৽൛ڭՊॻh ඒज़2 にɦは、
ʰϒϧーϐϦΦυ のɦ制作のྲྀれ΍、
ອ画Λඳ͘ と͖ に࢖うಓ۩などが঺հされてい·͢ 。

さ·͟ ·なච。Α͘ 、うのは࢖
ॻಓなどに࢖う「開໌๽ो」だ。

ʰϒϧーϐϦΦυ のɦ作中にग़て͘ る
Ϟνーϑがඳかれたτーτόッά。

্／ϖϯೖれに࢖༻͢るΠϯク。ϖϯઌについたΠϯクΛテΟッシϡでこ·Ίに১͖取りながΒ作画してい͘ 。
Լ／τーϯॲཧ΍作中絵のషり෇͚などΛ行うσδλϧ୺຤。作品のೲ品はσδλϧσーλで行っている。
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৽ֶظͷतۀΞΠσΞ
新学期を迎えました。生徒たちは期待に胸を膨らませていることでしょう。
その気持ちに応えるために、どのような授業をしたらよいでしょうか。

本特集では、新学期に役立つ授業のアイデアを、先生方にご紹介いただきます。

特集 1

Πϥετ�΋と͖ ཧ઒
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　学期初めの授業では、授業の中でのルールを生徒に伝えることも大切

です。ルールというと堅苦しく思われがちですが、最低限のルールを守

ることで、楽しく豊かに学ぶことができます。教師が一方的にルールを

提示するのではなく、ルールが必要な理由を丁寧に説明し、定着するま

で繰り返し声かけをするようにしましょう。

तۀͷϧʔϧΛڞ༗͢Δ

P.7΁P.7΁P.7
तۀͷϧʔϧ͸

৽ֶظʹ
৺͕͚͍ͨ͜ͱ

　美術に苦手意識をもつ生徒にその理由を尋ねると、たいてい「絵がう

まくないから」と答えます。ですから、授業びらきでは、美術の学習の

目標は絵を写実的に描くことではないと伝え、生徒たちに安心感をもた

せたいですね。とはいえ、中学生になると描く力をつけたいと思ってい

る生徒も多いので、「見て描く力」は努力で高められることを実感させ

たいものです。そこで、新学期の早い段階でスケッチの題材を設定して

丁寧に指導するとよいでしょう。

また、表現はもちろん鑑賞も美術の大事な学習です。新学期に「対話

による鑑賞」を行い、仲間と共に作品を鑑賞することのよさや、自分な

りの見方や考え方をもつことの大切さを伝えるとよいでしょう。

҆৺ײΛ΋ͨͤΔ

P.6΁

৽ֶظʹ
͸ۀत͍͍ͨߦ

　中学生になると「なぜ美術を学ぶのだろう」と疑問をもつ生徒が出て

きます。授業びらきでは、美術を学ぶ意味を考えさせたり、美術の奥深

さやおもしろさを感じ取らせたりして、これからの学習に前向きな気持

ちをもたせたいものです。本特集では、お二人の先生の実践を紹介して

います。そちらをぜひご覧ください。

͜Ε͔Βͷֶश΁ͷظ଴ײΛߴΊΔ

P.8ʙ9΁
࣮ફྫࣄ͸

ࢁ
΍·

࡚
͟き

ਖ਼
·͞

໌
͋き

ʢ๺
ㆻㆎ

ᠳ
㆗㇇ㆄ

大学ڭतʣ

北海道生まれ。元千歳市立北斗中学校教諭。
自身のブログ「美術と自然と人と」で、
授業実践や生徒作品などを紹介している。
光村図書中学校『美術』教科書の編集委員。

3�೥Ҏ্ɺதֶߍͰඒज़Λͯ͑ڭ ·͖͠ ͕ͨɺ
৽ֶظ͸͍ ΋ͭ

ʮ৽͍͠ ࣋ؾ Ͱͪ΍ͬ ͍ͯ͘ ʂͧʯͱͯͬࢥ ·͍͠ ͨɻ
৺͕͚͍ͯͨ͜ʹظ৽ֶ͕ࢲ ͱ΍ɺ
तۀͼΒ͖ ͷ޻෉ͳͲΛ͝ ঺հ ·͢͠ ɻ
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৽ֶ͍͍ͨߦʹظतۀ

˔ඒज़ؑ৆の͓΋しΖ͞Λ஌Δ「ର࿩ʹΑΔؑ৆」のतۀ
　新学期にこそ、クラスの仲間とともに一つの作品をじっくりと鑑賞する「対

話による鑑賞」を行うことをおすすめします。作品の見方や感じ方は人それ

ぞれですが、だからこそおもしろいと感じさせたいものです。そうすれば教

室に受容的な雰囲気が生まれます。光村図書のウェブサイトに「はじめよう、

対話による鑑賞の授業」というコンテンツがありますので、授業の進め方は

そちらをぜひご参照ください。

「෩ਆཕਆਤሯ෩」Λ鑑賞し
たと͖ の༷ࢠ。hඒज़४උࣨ�
૑ץ߸ にɦは、このと͖ のतۀ
Ϧϙーτがࡌܝされている。

ۀΔत͢ײΊΒΕΔ͜とΛ࣮ߴ͸౒ྗͰ「てඳ͘ྗݟ」˔
　「見て描く力」は、美術表現のうえで大切な力の一つです。私は、レオナ

ルド・ダ・ヴィンチやピカソの素描を観察させたうえでスケッチさせるよう

にしています。描き直しの跡がたくさん残った素描を観察することで、天才

とよばれる画家たちも、試行錯誤しながら描いていたことを感じ取らせたい

のです。そこから、失敗しても何度も描き直せばいいということや、努力に

よって描く力は高められることを実感させたいと考えています。

は஌っているࠒのઆ໌Λฉ͖、༮いࢣڭ
΋のΛඳ͘ ことが中৺だったが、中学生に
なると෺ࣄΛ؍٬తにଊ Β͑れるΑうにな
り、「ݟてඳ͘ 」͓ ΋しろさがわかることΛ஌
る。·ず਎ۙな΋のとしてखΛඳいてΈる。

画ՈのૉඳΛ鑑賞し、ඳ͖௚しのઢ΍ܗ
Λଊ る͑たΊのิॿઢΛݟつ͚る。ͦ こか
Β、画Ո΋ࢼ行ޡࡨしながΒඳいているこ
とΛ感じ取る。վΊてࣗ分のεέッνΛ鑑
賞して、画Ոのૉඳとのڞ௨఺Λݟつ͚
る。

画ՈのૉඳΛ参ߟに、਎ۙな΋のΛεέ
ッν͢る。࠷ॳは、͓ ͓·かにܗΛଊ͑て
かΒࡉかい෦分Λඳ͖ਐΊる。࣍にマテΟ
εのεέッνなど、·たҧったඳ͖ํの作
品Λ鑑賞͢る。୹ؒ࣌でԿຕ΋εέッνし、
さ·͟ ·なදํݱ๏Λ しָΉ。

⁞·ͣ ඳͯ͘ݟ  ըՈのૉඳからֶͿ ⁠εέονΛָ Ή͠

ʲतۀのྲྀΕ ʢશؒ࣌�ʣr

ʮ͸͡ ΊΑうɺ
ର࿩ʹΑΔؑ৆のतۀʯ

͸こͪ らから

ઌੜの࡚ࢁ
तۀϦϙʔτ͸こͪ らからɻ

ظ৽ֶ͕ࢲ Αʹ͘ ߦͬ ͍ͯͨ
तۀΛ͝ ঺հ͠ ·͢ ɻ

ઌੜͷϙΠϯτ࡚ࢁ
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तۀͷϧʔϧ

˔εέονϒοΫのํ͍࢖
スケッチブック（またはクロッキー帳）に美術での学びを集約させ

るとよいでしょう。生徒が気軽にスケッチブックを活用できるよう、

新学期にさまざまな使い方を紹介しておくとよいと思います。教科

書1年P.9にはスケッチブックやノートの活用方法が詳しく掲載され

ています。

˔ಓ۩΍ࡐྉのํ͍࢖
　美術室にある、道具や材料の保管場所や使い方を生徒に共有しま

しょう。そうすることで、生徒が思いついたときにすぐ道具や材料

を活用できるようになり、表現の幅が広がります。

　危険でない道具や材料であれば、詳しく説明する前に、まずは触

れさせてみるというのも一つの方法です。例えば、面相筆を使って

どのくらい細い線を描けるか、樹脂粘土を使ってどんな形がつくれ

るかなど、遊びながら試させましょう。実際に触れて、体験を通し

て得た知識のほうが身につきます。表現に取り組む前に道具や素材

に触れることで、その特性を生かして表現しやすくなりますね。

　彫刻刀などの注意を要する道具は、使い方についての説明動画を

教科書のQRコードから見ることができるので、授業内で紹介する

とよいでしょう。

˔૬ؑޓ৆のϧʔϧʔϧʔ
　生徒どうしの学び合いの機会を設けたいので、制作の途中で、生

徒たちが互いの作品を鑑賞し合う「相互鑑賞」の時間を設定するよ

うにしていました。その際に、必ず次のルールを伝えていました。

ɹᶃのルールを説明するときは、「意見を一つに絞ることも自分自身
の勉強になるからね」と話しています。ᶄでは、「アドバイスを受け
入れてもらえなかったからといって、落ちこむ必要はないよ」とい

うことも伝えています。

ɾ࡞඼ͷൃ૝ஈ֊ͰΞΠσΞεέονΛ͢ Δɻ
ɾ͠ࢼ ృΓΛ͠ Γͨɺ෦෼εέονΛ͠ Γͨɺʮ͢ࢼ৔ʯͱ͠ ͏࢖ͯ ɻ
ɾࣗ෼ʹඞཁͳࢿྉ΍ؾʹೖͬͨ ࣸਅͳͲΛషΔɻ
ɾϫʔΫγʔτΛషͬͨ Γɺ࡞඼Λؑ৆͠ ͱ͖ͨ ͷײ૝Λॻ͍ Γͨ͢ ΔͳͲɺϊʔτͱ͠ ͏࢖ͯ ɻ

ʲ࢖いํのྫʳ

ᶃ༑ୡͷ࡞඼ͷΑ͍ ఺Λͭݟ Δ͚Α͏ ʹ͢Δɻ΋͠ ՝୊͕͋ͬ Βͨɺ
ɹ ΕͦΛͦ ͷ··఻ Δ͑ͷͰ͸ͳ͘ ɺେࣄͳ͜ ͱΛҰͭʹͯͬߜ ఻ Δ͑ɻ
ᶄ༑ୡ Β͔ͷҙݟ΍ײ૝ΛऔΓೖΕΔ͔ Ͳ͏ ͔͸ࣗ෼ࣗ਎Ͱ൑அ͢Δɻ

तۀΛεϜーζʹ ਐΊΔ͏ Ͱ͑
ੜ ͱెڞ༗͠ ͓ͯ ͖ͨ ͍ϧーϧΛ

͝঺հ͠ ·͢ ɻ

ઌੜͷϙΠϯτ࡚ࢁ

7



࣮ફྫࣄ
生徒たちが、これからの美術の学習に
前向きな気持ちをもてるように、
どのような授業をしたらよいのでしょうか。
お二人の先生の実践をご紹介します。

生ెのۓுΛ́ ͙͢ たΊ、「どんなҙݟで΋ؒҧいではないΑ」と
੠Λか る͚൧ాઌ生。生ెたちはঃʑに「൵しい感じが͢る」
「ઈ๬しているΑうだ」など、作品のओ୊にഭるൃݴΛ͢ る。

このतۀで生ెが取ったϝϞ。
「ඒज़はԿのたΊに学Ϳのか」という໰いについてじっ͘ り࠷ॳのतۀで
ߟ る͑ことが、これかΒの学श΁の΍るؾにつながる。

तۀのͶらい

授業びらきでは、美術には言葉や時代を超えて思いを伝える力があ

るということを、生徒に実感させたい。そこで 1年のオリエンテー

ションでは、「ゲルニカ」で対話による鑑賞を行い、ピカソが作品

に込めた思いを感じ取らせる時間を設けている（「ゲルニカ」は 2・3

年の教科書に掲載されているので、2・3年のオリエンテーションで

も扱ってもよいだろう）。この作品をじっくり鑑賞することで、美

術の奥深さを感じ取らせたい。

ɾࢣڭͷઆ໌Λฉ͖ɺ�೥ؒͷඒज़ͷ໨ඪʮࣗ෼Β͠ ͍දݱΛ͠ Α͏ ɹ͡ײ Δ৺Λҭ Αͯ͏ ʯΛ஌Δɻ
ɾඒज़ࣨͷதΛࣗ ༝ʹา͍ͯճΓɺͲ͜ ͲʹΜͳಓ۩΍ࡐྉ͕ Δ͔͋ ஌Δɻ
ɾඒज़ࣨʹ Δ͋ಓ۩ͷதͰؾʹͳΔ΋ͷΛҰͭબͼɺ୹ؒ࣌Ͱεέον͢Δɻ

こΕからのֶशʹͭいͯߟ Δ͑

ɾʮήϧχΧʯΛؑ৆͠ ͯɺͦ ͜ʹඳ͔Ε͍ͯΔ΋ͷ͸Կ͔ɺ
ɹ࡞඼ Β͔ͲΜͳΠϝʔδ͕༙

㇏

͔͘ ͳͲʹ ͍ͭͯɺΫϥεશମͰ࿩͠ ߹͏ ɻ
ɾʮήϧχΧʯ͕ ඳ͔Εͨഎܠʹֶ͍ͭͯͼɺϐΧι͕఻͑ͨ ͔ͬ ΋ͨͷ͸Կ͔͑ߟɺൃ ද͢Δɻ
ɾඒज़ʹ͸ɺ࣌୅΍ݴ༿Λ௒͑ͯ ɺਓʹૌ Δ͑ྗ͕ Δ͋͜ ͱΛ஌Δɻ

ʮήϧχΧʯΛؑ৆すΔ

ɾ͕ࢣڭ༻ҙ͠ ͨεϥΠυΛޙͨݟɺඒज़͸ԿͷͨΊʹֶͿͷ͔ͯ͑ߟ ɺࣗ ෼ͷҙݟΛϊʔτ ·ʹͱΊɺൃ ද͢Δɻ
ɾඒज़ΛֶͿͱɺ͡ײ ͨ͜ ͱΛද͠ݱ Γͨɺؑ ৆͠ ͯ૬खͷ࣋ؾ Λͪͨ͑ߟ ΓͰ͖ ΔΑ͏ ʹͳΔ͜ ͱΛ஌Δɻ

ͳͥඒज़ΛֶͿのかߟ Δ͑

ֶश׆ಈ࣌

�

�

४උ Δ͢΋ͷɿεέονϒοΫ⼦ΦϦΤϯςʔγϣϯ⼧ʢؒ࣌�ʣ

1ྫࣄ
�「ήϧχΧ」のؑ৆Λ௨してɺ
ඒज़ΛֶͿҙຯΛ͑ߟΔ
൧
͍͍

ా
ͩ

੒
͛͠

ࢠ
͜

ʢ࡛ݝۄே
ㆀ㆕

բ
ㆉ

市ཱேբୈޒ中学校ڭ་ʣ
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άϧープでϋッシϡλάΛ͑ߟ、ワークシーτに·とΊた。全クϥεの生ెがࡱって͖ たࣸਅの中かΒ、ؾになるࣸਅΛબんでいる༷ࢠ。
「਎ۙな෩ܠ΋վΊてݟると͖ れい」
「同じࣸਅΛݟて΋ਓにΑって感じํがҧって ΋͓しろい」といったҙݟがग़た。

तۀのͶらい

身近なところにある美しいものを、自分なりの視点で撮影する題材

である。この授業で、人によって美しいと感じるものは違うことや、

自らの「美しいと感じる気持ち」に気づかせたい。生徒は日常的に

SNSに親しんでいるので、Instagram風に写真をまとめる活動も行

った。絵を描くのが苦手な生徒も、写真であれば気軽に取り組むこ

とができる。教科書1年P.2～4の「うつくしい！」のページを参照

してもよいだろう。

ɾࣗ෼ͰࡱӨ͠ ͨࣸਅΛؑ৆͠ ɺͲ͜ ͕ඒ͠ ͱ͍͡ײ ͨͷ͔ɺ
ɹܗ΍৭࠼ɺ࣭ ʹͳͲײ ண໨͠ ɺͦ ͔͜ Β͡ײ औΕΔΠϝʔδΛϫʔΫγʔτ ·ʹͱΊΔɻ
ɾάϧʔϓʹ෼͔Ε͓͍ͯޓͷࣸਅΛؑ৆͠ ɺͦ ͷΑ͞ Λ࿩͠ ߹͏ ɻ

ࣗ෼ͰࡱӨ たࣸ͠ਅΛ෼ੳすΔ

ɾάϧʔϓʹ෼͔ΕɺશΫϥεͷੜె͕ͯͬࡱ ͖ͨ ࣸਅͷத Β͔�ɺ�ຕఔ౓ɺڞ௨఺͕ Δ͋ࣸਅΛબͿɻ
ɾ*OTUBHSBNͷΑ͏ ʹϋογϡλάΛߟ Δ͑ɻ
ɹબΜͩࣸਅͷܗ΍৭࠼ɺΠϝʔδͳͲ͔ Βڞ௨఺Λ͚ͭݟɺ୹͍ݴ༿Ͱ͋ ΒΘ͢ɻ

બΜだࣸਅʹ߹ たͬʮ ʢ̩ϋογϡλάʣʯΛߟ Δ͑

ɾ೔ৗͷதͰඒ͠ ͱ͍͡ײ ΋ͨͷ΍෩ܠΛࡱӨ͢Δɻ
ඒ い͠ͱײ Δࣸ͡ਅΛࡱӨすΔ

ɾඒ͠ ΋͍ͷͱ͸Կ͔ͯ͑ߟ ɺΫϥεશମͰ࿩͠ ߹͏ ɻ
ɾ͕ࢣڭ༻ҙ͠ ͨෳ਺ͷࣸਅͷத Β͔৺ͻ͔ΕΔ΋ͷΛબͿɻͲ͜ ͕ඒ͠ ͱ͍͡ײ ͔ͨɺ
ɹܗ΍৭࠼ɺ࣭ ʹͳͲײ ண໨͠ ͯ෇ᝦʹॻ͖ग़͠ ͯɺಉ͡ ࣸਅΛબΜͩੜెͱҙݟΛަྲྀ͢Δɻ

ඒ い͠΋のͱ͸Կかߟ Δ͑

ֶश׆ಈ࣌

�

�

�

तۀ֎

४උ Δ͢΋ͷɿσδλϧ୺຤ɺϫʔΫγʔτ⼦ඒ い͠΋のΛ୳ うͦ⼧ʢؒ࣌�ʣ

৽ֶظ͸
�「਎のճΓのඒし͍΋の」ʹ
ͮؾ と͘͜Ζ͔Βελʔτʂ
ߴ
ͨか

ݟ
Έ

 ཟ
͍͋

ʢさいた·市ཱ大
ㆈㆈ

ٶ
ㆿ㇄

་ʣڭҭ学校ڭ中౳ࡍࠃ

2ྫࣄ

9



美術室づくり

⁡「࣮ ίʔφʔ」とݧ
ɹ「図ॻίʔφʔ」
ࣗ、の後ํにはࣨڭ 分のصではで͖ ないことΛࢼ
͢たΊの「࣮ݧίーφー」ʢ左ʣが り͋、大 な͖作
͟·୆にさۀ ·なಓ۩がஔかれている。ඒज़ؔ
連のॻ੶΍ࢽࡶΛΏっ͘ りӾཡ͢ることがで͖ る
「ਤॻίーφー」ʢ右ʣ΋。

෺はࣔܝ⁠
ɹतۀの಺༰に߹Θͤて
तۀの内༰にΑってࣔܝ෺Λม る͑。このと͖ は
、Λѻっていたのでࡐという୊「໌ূࡏのଘࡀ�1」
ΰッϗのࣗ画૾のมભΛࣔܝ。

 ఱҪには
ɹενʔルγΣルϑを
「ϑΟϯϥϯυの学校Λ๚れたと͖ 、こういう௻り୨
Λݟか͚ていいなとࢥい、·Ͷし·した」。生ె作
品などΛ০ることがଟい。

⁞ೖΓޱの୨を
ɹϛχలࣔεϖʔεに
ඒज़ࣨのೖりޱに る͋୨は生ెの໨にཹ·り΍
͢いたΊ、生ె作品΍లཡ会のਤ࿥など「ࠓ、
てݟ し́い」ࢿྉΛஔ͘ Αうにしている。

ʑとし޿ঢ়のܗ௕いࡉ
たඒज़ࣨ。صはجຊత
に４ਓ̍組にしてஔいて
いる。後ろのεϖーεΛ
Ώったりと࢖うことがで͖
るので、「࣮ݧίーφー」
΍「ਤॻίーφー」Λઃ
͚、生ెたちがࣗ༝に࢖
る͑Αうにしている。

ඒज़ࣨ͸ɺʮϥϘʢ࣮ࣨݧʣʯʹ ͨ͠ ͱ͍ͯͬࢥ ·͍͢ ɻ
͜͜ Ͱൃ૝΍ߏ૝Λ͛޿ɺ֎ʹൃ৴͠ ͍ͯ͘ Α͏ ͳ৔ʹ͠ ͍ͨɻ

͔ͩ Βɺੜెͨͪ ͕ࣗൃత ʮʹ Μ͜ͳදݱΛ͠ ͯΈ͍ͨʯ
ʮ͜ͷಓ۩Λͯͬ࢖ Έ͍ͨʯͱࢥ Δ͑Α͏ ͳ޻෉Λ͠ ͯ ·͍͢ ɻ

ా
ͨ

த
なか

ਅ
͠Μ

ೋ
͡

࿕
Ζ͏

ʢळాݝ大
ㆠㆂ

ઋ
㆛㇓

市ཱ੢
ㆫ㆗

ઋ
㆛㇓

๺
ㆼㆎ

中学校ڭ་ʣ

C A S E

1

新学期、気持ちも新たに美術室を見直してみませんか。
ここではお二人の先生の「美術室づくり」の工夫をご紹介します。

ϥϘのΑ͏ͳඒज़ࣨʹ

Θ͘ Θ͘ する！ ඒज़ࣨΛ΋ͬ ͱ͝ ཡʹ
ͳΓたいํ͸こͪ らからɻ

  ⁠

⁡
⁞

10

⁠制作தには#(.を
全体に޲かって࿩ と͖͢ はマΠクΛ࢖う。左
はマΠク༻のεϐーΧー。右はύιίϯにつ
ないでいるεϐーΧー。तۀ中で΋制作にू
中して΋Βいたいと͖ にはԻָΛྲྀ͢。;と
ࣖにೖるԻかΒ΋ൃ想の っ͖か͚が生·れる
という。

 ಓ具は使い΍す͘
͟·の後ろには、さࣨڭ ·なಓ۩が͖れいに
੔ཧしてऩೲされている。「࢖いたいとࢥった
ಓ۩Λ、ࣗ 分で͙͢ に取りग़せるΑうにして͓
た͖い。ͦ こにετϨεΛ感じさせた͘ ない」と
小੢ઌ生。

⁞美術ࣨ΁ଓ͘ ࿓ԼはΪϟϥϦʔεϖʔε
ඒज़ࣨ΁ଓ͘ ࿓Լのนにはలཡ会のϙελーがషΒれ、ͦ のલにઌ生がίϨクショϯしているσβΠ
φーζνΣΞがずΒりとฒͿ。「ここはग़ೖりࣗ ༝のた·り৔のΑうな৔ॴにしたいんで͢」。Ҝࢠの޲
かいに る͋テーϒϧには、ඒज़ؔ連のॻ੶がஔかれ、ܰؾにಡΊるΑうになっている。

生ెは、ύϯτϯνΣΞなどの໊作Ҝࢠに
って͘࠲にܰؾ つろ͙ ことがで͖ る。

ઌ生がηϨクτしたඒज़ؔ連のॻ੶。

左右の૭かΒޫが しࠩࠐ
Ή໌るいඒज़ࣨ。صは
तۀの内༰にΑってద
ٓ഑ஔΛม͑る。ྡに
いඒज़४උࣨが޿ り͋、
ͦこには生ె作品Λల
しࣔたり、ී ஈ࢖わない
ಓ۩Λஔいたりしている。
࿓ԼかΒඒज़ࣨ΁のΞ
プϩーν΋ҹ৅తだ。

ඒज़ࣨͰ͸ʮ༡ͼʯΛେ੾ʹ͠ ͨ ͱ͍ͯͬࢥ ·͍͢ ɻ
Ͳ΋ͨࢠͷࠓ ͪ͸ͪ ΌΜͱ༡΂ͳ͘ ͳͬ ͍ͯΔɻ

ָͨͩ͠ ͘૽ ͙͜ ͱ΋ʮ༡ͼʯͰ͕͢ɺ༨നͷ ͱ͜Λʮ༡ͼʯͱ͍ ͬͨ Γɺ
݁ՌΛڪΕͣʹ͠ࢼ ͯΈΔ͜ ͱ΋ʮ༡ͼʯͱ͍ ͬͨ Γ͠ ·͢ ɻ

ੜె΋༡Ϳ͠ ɺڭ Δ͑ଆ΋༡Ϳɻ
Ұॹʹ༡΂Δʮ ·ͨΓ৔ʯͷΑ͏ ͳ৔ॴʹ͠ ͍ͨͰ͢ɻ

খ
͜

੢
ʹ͠

ޛ
͞と

࢜
͠

ʢ࡛ۄ大学ڭҭ学෦ෟଐ中学校ڭ་ʣ

C A S E

2
「遊び」の場として

⁠

 
⁞
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光村図書の高等学校『美術２』の教科書が新しくなりました。
本特集では、編集に携わった先生方に新版教科書のおすすめポイントを

ご紹介いただきます。

ྩ࿨�೥౓൛
の『美術2』ߍ౳ֶߴ

͝Ҋ಺

特集2

৽൛ڭՊॻ��͜ ͕͜ ͓͢ Ί͢ʂ
ฤूҕһ͕ޠΔ

12

ࣾձͱͷͭ ͳ Γ͕Λҙࣝ͠ ͨ୊ߏࡐ੒
ੜె͕ͨͪࣾձͱඒज़ͱͷͭͳ Γ͕Λ࣮ײͰ Δ͖Α͏ ͳ

੒ߏΛࡐ඼Λબͼɺ୊࡞ ·͠͠ ͨɻ

環境問題やサステナビリティ（持続可能性）をテーマにした作品を

発表しているアーティスト、オラファー・エリアソンを巻頭で大きく取り上げました。

彼の作品を鑑賞することを通して、気候変動について考えるとともに、

美術には社会の諸問題について気づかせる力があることや、

社会における美術の役割について考えてもらえたらと思います。

この他、生徒たちにSDGsについて考えさせる作品を多数取り上げています。

͓すすΊϙΠント

্
͏͑

໺
ͷ

ߦ
͜͏

Ұ
͍ͪ

तڭ高஌大学ݩ

P��ʙ��「作Ոのख๏ɹΦϥϑΝーɾΤϦΞιϯ」P��ʙ��「作Ոのख๏ɹΦϥϑΝーɾΤϦΞιϯ」

໰୊をςʔϚに͠ڥ؀ ͨ作඼をൃදする、࿩୊の作Ոをେき͘ ࡌܝ
ΞーτΛհしたαεテφϒϧな世քの࣮ݱに͚޲たࢼΈで、ࡍࠃతに高いධՁΛಘている
ΦϥϑΝーɾΤϦΞιϯ。൴の代ද作΍ΞΠσΞεέッνΛࡌܝし·した。

POINT

ӡ໋の໳ʢP�2�ʣ、δョϧδϡɾϧーε�ΞーτプϩδΣクτ�JOٶ�৓ʢP��2ʣ、T","0�����.64&6.
ʢP���ʣ、ϔϧプマークʢP���ʣ、ඈ行ػのػ内৯のたΊの৯ثηッτとͦ のࡐݪྉʢP���ʣ、౦ژ๷ࡂ
ʢP���
、ආ೉ॴ༻ࢴ�のؒ࢓੾りシεテϜʢP���ʣ、3BNJ�7FS1��ʻٕڝ༻ٛ଍ ʢ̓P���ʙ�1ʣ、νϟ
ϦーνΣΞʢP���ʣ、ύϧϛϥのॅ୐ʢP���ʣ、TSFF�OFTT�)PVTFʢP���ʣ、(SFBUʢ#BNCPPʣ8BMM
ʢP���ʣ、+FKV�#BMMʢP���ʣ、高༄ொ�ཅのָՈʢP���ʣ

4%(Tにؔ࿈͠ ͨ作඼をଟ਺ࡌܝ！
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μΠφϛοΫͳؑ৆୊ࡐ
ϫイドͳࢴ໘をੜ͔して、ϛέラϯジΣϩɾϒΦφϩーςΟの୅ද作

「γεςΟーφྱഈಊ�ఱҪը」をେ୾にࡌܝしました。

౉
Θͨ

ล
な΂

৾
͠Μ

ี
͚͢

ミケランジェロがこの巨大な天井画を描いたとき、彼は登場人物の各々を

どう描くかということはもとより、いかに壁面を分割して物語を展開させるか、

また物語場面とそれ以外の人物像をどのように組み合わせるか、といったことにも

頭を悩ませました。その結果、システィーナ礼拝堂に足を踏み入れた人々は

今なお、息をのむような感動を覚えるのです。

4ページを使って掲載した天井全体と扉ページを比べることによって、

ミケランジェロの芸術を多面的に感じ取ることができるでしょう。

͓すすΊϙΠント

੢༸ඒज़ཱؗࠃ
学ܳ՝௕

美͠ いߴਫ਼ࡉ図൛
ఱҪにඳかれたਓ෺Λじっ͘ り鑑賞で͖ るΑう、高ਫ਼ࡉਤ൛Λࢴ໘いっͅ いにࡌܝし·した。
൶のϖーδには、「ΞμϜの૑଄」の෦分Λ大͖͘ ঺հしてい·͢ 。

POINT

P�1�ʙ1��「シεテΟーφྱഈಊ�ఱҪ画」

作඼のղઆಈըに
ϦンΫ
ՊॻP�1�の23ίーυかΒڭ
作品ղઆのಈ画Λݟることが
で͖ ·͢。ྱഈಊの内෦の༷
などܠ΍作品がඳかれたഎࢠ
Λ しৄ͘ ঺հしてい·͢ 。

POINT

14

໾ཱʹ࡞੍ ʂͭ「τーϯผカラーΨΠド」
巻末には切り離し式の色の資料をご用意しました。

配色カードとして使ったり、デジタルで制作する際に活用したりできるカラーガイドです。

色相とトーンによるカラーパレット＆データです。

色をトーン別に分類し、色相ごとに参考となる CMYK値、RGB値、

HTMLカラーコードを掲載しました。

配色カードとして使ったり、デジタルで色指定するときに参照したりできる資料です。

切り離して気軽に持ち運べるので、制作のさまざまな場面で

活用してもらえたらと思います。

͓すすΊϙΠント

໊
な

औ
とり

࿨
かず

޾
ゆき

色࠼学ڀݚ者ɾ
Ұൠஂࡒ๏ਓ
೔ຊ色ڀݚ࠼ॴ
ৗ຿ཧࣄ

ྉ�「τーϯผΧϥーΨΠυ」ࢿ຤ר

デジタルで
制作するときに便利！

❶CMYK値
色ྉのݪࡾ色の਺஋。ओにҹ
෺Λ制作͢ると͖࡮ に࢖い·͢ 。

❷RGB値
色ޫのݪࡾ色の਺஋。テϨϏ΍
ύιίϯの画໘などでදࣔ͢る΋
のΛ制作͢ると͖ に࢖い·͢ 。

❸HTMLカラーコード
΢Σϒ্の色Λ͋ Βわ͢�ܻの਺
஋。΢ΣϒαΠτΛ制作͢ると͖ に
͢·い࢖ 。

POINT

 『美術１』には、
 「混色のヒント＆色彩図鑑」が
付いています！

ʰඒज़1 のɦר຤には、੾り཭
しࣜの「ࠞ色のώϯτ̱ 色࠼ਤ
鑑」が෇いてい·͢ 。絵の۩Λ
ࠞ色して色Λつ͘ ると͖ の໨҆
になるࢿྉで͢。

絵の具を使って
制作するときに便利！

POINT

3
2

1
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デザイナーの個性やコンセプトが置

き去りになってしまう。そのあたり

の調整がとても難しいところです。

　デザインには、正解に近い存在が

あります。「1+1＝2」というような

世界共通の公式がある。文字デザイ

ンについていえば、大多数の人が読

みやすいような文字にすると、どん

どん公式に近づいていってしまう。

それはもう単なる普通の活字です。

　その意味で、平野さんはデザイン

におけるある種の窮屈さを感じてい

たかもしれません。しかし、そうい

った「正解」と接点をもちつつも、

読めるか読めないかのギリギリのと

ころで文字を造形した。窮屈さを認

めたうえで、まるで子どものように、

数々の実験を楽しんでいたように思

えるのです。

　代名詞ともいえる描き文字フォン

ト「コウガグロテスク」の発売で、

誰でも平野さんの文字を扱えるよう

になりましたが、やはり同じフォン

トを使ってデザインしただけでは、

平野さんのようにはいかない。字間

や傾きなど、非常に微妙なところま

で気を配って仕事をされていたこと

がよくわかります。文字デザイン、

装丁の世界において、天才だったと

いうほかありません。（談）

　平野さんと初めてお会いしたのは

2007年の冬、世田谷美術館である企

画展が開かれたときです。その企画

展は、土
ひじ

方
かた

久
ひさ

功
かつ

と中
なか

島
じま

敦
あつし

に関する

ものでしたが、ポスターの題字を平

野さんにデザインしていただき、美

術館にも足を運んでいただいたので

す。それより前に拙著（※1）の装丁を

手がけてもらったこともあるのです

が、実際にお会いするのはそのとき

が初めてでした。

　がっちりとした体
たい

躯
く

で、自己主張

をあまりしない寡黙な方でした。そ

れでいて朗らかで、人としての奥行

きを感じたのを覚えています。その

ご縁もあって、2019年の企画展「あ

る編集者のユートピア」でも、題字

のデザインをお願いしました。

　平野さんの手がける文字は平面で

はなく、空間の中で躍っているよう

に思えます。文字がもつ形や概念を

一度上手に壊して、それから再構築

していたのではないでしょうか。

　演劇への揺るぎない愛情をもって

いる方でもありました。「黒テント」

をはじめとする劇団のポスターも多

数手がけましたが、その劇団の内側

にまで入り込んでいき、仕事をした

と聞きます。外側に身を置き、事務

的に仕事をこなすのではなく、舞台

装置や時には演出にまで関わった。

ここに平野さんの創造者としての姿

勢がうかがえます。

　装丁はいわゆる本の顔。装丁が本

文の内容とまったく離れてしまえば、

本の顔にふさわしくない。かといっ

て本文の内容に引きずられすぎても、

空間に躍
おど

る文字

窮屈さをも楽しみながら

このコーナーでは、
毎回一人の作家を取り上げ、
美術評論家の酒井忠康先生に、

お話をうかがいます。

第 20 回

平
野
甲
賀

1938-2021

作
家
の

肖
像

ひらの・こうが
1938年京城（現ソウル）生まれ。装
丁家、ブックデザイナー。武蔵
野美術学校（現武蔵野美術大学）
視覚デザイン科卒業後、高島屋
宣伝部を経て、フリー。64年から
91年まで晶文社の本の装丁を一
人で担い、同社のイメージを形
成した。演劇との関わりも深く、
劇団黒テントなどのポスター制
作も続けた。2007年に描き文字
フォント「コウガグロテスク 06」が
発売。21年3月、82歳で死去。

世田谷美術館館長、美術評論家。
1941年北海道生まれ。慶應義塾大学卒業。
神奈川県立近代美術館館長を経て現職。
光村図書中学校『美術』代表著者。

さかい・ただやす
酒井 忠康

演劇への愛情

˞1�h 開Խのු世絵ࢣ�ਗ਼਌ʱ
ʢञҪ஧߁�ஶ、1���೥、せりかॻ๪ʣ

16

ʗh্ࠨ ਂ໷ಛٸʢɦ୔໦ߞଠ࿠ ஶʣの૷ஸ

1���ɹ৽ைࣾ
作Ոの୔໦ߞଠ࿠が、1���೥代に
ΠϯυのσϦーかΒϩϯυϯ·でΛ৐り合いόεで
ཱྀしたと͖のことΛඳいたل行小આ。
ฏ໺はಠಛのඳ͖จࣈで୊ࣈΛσβΠϯし、
ͦの後΋୔໦作品の૷ஸΛ਺ଟ͘खが͚た。

Լʗاըలʮ Δ͋ฤूऀのϢʔτϐΞʯのϙελʔ

�2���ʷ��1��ᶲɹ2�1�ɹ
ʢจࣈɿฏ໺ߕլɹσβΠϯɿ܂ാ٢৳ʣ
থจࣾΛઃཱしたҰਓで͋るฤू者ɾ小໺ೋ࿠と、
ͦのपลの׆ಈΛ঺հしたا画ల。
ฏ໺はϙελー΍ちΒしのจࣈσβΠϯに加͑、
会৔のలࣔに΋ؔわった。

ӈ্ʗh ୅ඒज़ίςϯύϯʱݱ
ʢτϜ・΢ϧϑ ஶʗߴౡฏޗ ༁ʣの૷ஸ

1���ɹথจࣾ
ԫ色のഎܠにࠇの୊ࣈという૷ஸがಛ௃の
「থจࣾηϨクショϯ」シϦーζの1࡭。
αΠのϩΰマーク΋ฏ໺がࣗΒσβΠϯした。
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ɹ「೒色の大थ」が高͛͘ܝΒれる

と、׻੠が্がった。

ɹ2�21೥�月�೔、八戸市ඒज़ؗ。

市内の中学校ɾ高校に௨うඒज़෦һ

໿��ਓが、半೔か͚て巨大絵画のڞ

同制作に取り組んだ。

ɹ半ಁ໌のシーτΛ�ຕつな͗合わ

せた「Ωϟϯόε」は、ॎ1���、ԣ

���ϝーτϧ。高校生が左半分、中学

生が右半分の色Λ塗った後、ࣄલに

小ɾ中学生がඳいた「八戸の࣮」ʢ΢

ϛωί΍八
㇄

഼
㇏㆟

അ
ㆄㆾ

、せん΂いोといっ

た八戸໊෺Λඳいた絵ʣΛपғに๓

い෇͚、大थの絵Λ׬੒させた。

ɹ参加した中学生は、ఱҪかΒ௻る

された作品Λݟ͗ڼながΒ、「͋の色、

たちが΍ったところだʂ」とୡ੒ࢲ

感に͋;れた༷ࢠ。ଞの高校生のҰ

ਓは「中学生の഑色が生͖生͖して

いてڻいた」と࿩していた。

ɹ1���೥に開ؗしたچ八戸市ඒज़

ؗは、࿝ٺԽなどΛཧ༝に2�1�೥

にดؗし、全໘ݐてସ͑Λ行うこと

となった。

ɹϦχϡーΞϧΦープϯΛ͖っか͚

に、組৫の࿮組ΈΛ௒͑た連携Λਂ

ΊΑうと、2�2�೥�月、小ɾ中ɾ高

校のਤ޻ɾඒज़などのڭ་΍ඒज़ؗ

学ܳһ、ઐ໳ՈにΑる「学校連携プ

ϩδΣクτνーϜ」ʢҎԼPTʣがൃ଍。

ॳ回の打ち合わせではͦれͧれのࣗ

り、֤校で๊͑てい·࢝঺հかΒݾ

る՝୊΍೰Έ、ࠓ後PTで΍ってΈ

たいことなどΛ࿩し合った。

ɹ「ਫ਼ྗతなํがଟ͘、ඒज़ؗかΒ

い͢るというΑり΋、ࣗΒखΛئ͓

て͛͘ڍ れたઌ生が΄とんどでした」

とޠるのは、同ؗ学ܳһのࣰ
㆗ㆮ

ݪ
ㆯ㇉

ӳ
ㆆ

ཬ
㇊

さん。ఆظతに開催している打ち合

わせではຖ回、た͘さんのҙݟがඈ

ͼ交うという。

ɹ学校ではਤ޻΍ඒज़のत࣌ۀ਺が

、っている中ݮ་の਺΋ڭり、ඒज़ݮ

PTの׆ಈにΑり、ઌ生どうしのԣの

つながり΋生·れた。·た、生ెに

とって΋、ඒज़ؗとの連携΍世代Λ

௒͑た交ྲྀが、૑作΁のΑいܹࢗに

なっているという。PTの取り組Έが、

ઌ生と生ె、૒ํにとってプϥεの

ޮՌΛ生んでいるのだ。

ɹ2�21೥度はこうした合同制作のଞ、

小ɾ中ɾ高校生がҰਓҰつ、同じテ

ーマで作品Λつ͘るワークショップ

΋開催。テーマは「こころ」、৽ฉࢴ

Λओなૉࡐとし、ࣇಐɾ生ె໿��ਓ

が作品ͮ͘りに取り組んだ。

ɹ׬੒後はάϧープ͝とに鑑賞会Λ

行い、高校生が࢘会Λ担౰。中学生

が「小学生の想૾ྗは͢͝い」と࿩

せ͹、小学生は「中高生は৺のදと

ཪΛදݱしているਓがଟかった」な

どと࿩し、ޓいのൃ想΍දݱのҧい

に学ͿところがଟかったΑうだった。

ɹࡏݱは、中高生が作Ո΍ඒज़ؗε

λッϑなどに取ࡐし、৽ฉΛखͮ͘

り͢る「ඒज़ؗ৽ฉ෦」の׆ಈ΋ਐ

行中だ。

ɹࠓ後は、これ·での׆ಈΛ振り返

ったり、΍ってΈたいことΛܰؾに

૬ஊしたりで͖るΑう、ؗ内に「ϥ

Ϙ」というεϖーεΛઃ͚る༧ఆ。

「全һでָしΈながΒ׆ಈしてい͖

たい」とࣰݪさん。࿮組ΈΛ௒͑た

৽しい取り組Έが、࣮֬にࠜΛுり

つつ͋る。

教室を飛びだして

全面建て替えにより、2021年11月にリニューアルオープンした青森県八戸市美術館。
施設の一新を機に、市内の小学校、中学校、高等学校が美術館と連携し、

アートに関するさまざまな事業に取り組む「学校連携プロジェクト」が始動しました。
世代や職種の枠を超え、地域一丸となって行われている活動をご紹介します。

八戸市美術館 学校連携プロジェクト

小・中・高校生が合作

先生、生徒双方にプラス

異世代交流で刺激

18
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4

21

1／八戸市内の小学生、中学生、高校生が連携して制作した巨大絵画。
２／巨大絵画の色塗りは、中学生と高校生で
左右半分ずつ分担して行った。
３／小学生、中学生、高校生が「こころ」という同じテーマで
作品制作に取り組んだワークショップ。
鑑賞会では、世代の異なる参加者どうしで感想が交わされた。
４／ワークショップ後のPTでの振り返り。
全体の打ち合わせは、2か月に1回程度開催している。
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第 20 回

キャンヴァス、油彩　高さ196×296㎝　2000～02年
シカゴ美術館蔵（アメリカ）

�PFUFS�%PJH��"MM�SJHIUT�SFTFSWFE
�%"$4���+"4P"3�2�22�(2���

ガストホーフ・ツァ・ムルデンタールシュペレールシュペレー
ピーター・ドイグ

20

1994年群馬県生まれ。アイドル。
2009年、アイドルグループ「スマイレージ」
（後に「アンジュルム」に改名）の
初期メンバーに選出。10年にメジャーデビュー、
同年「第52回日本レコード大賞」
最優秀新人賞受賞。19年にアンジュルムを卒業。
アイドル業の傍ら、大学院で学んだ
美術史の知識を生かし、『乙女の絵画案内』
（PHP新書）など美術関連の書籍も執筆している。

和田彩花
わだ・あやか

ピーター・ドイグの作品を初めて

見たのは、2020年に東京国立近代美

術館で開催された「ピーター・ドイ

グ展」でした。

チラシに載っていた《ガストホー

フ・ツァ・ムルデンタールシュペレ》

を見たとき、伝統的な媒体である絵

画を用いているにも関わらず、どこ

か親しみやすさを覚えたのと、画面

に漂う小匙
さじ

1杯くらいのミステリア

スな雰囲気に、心をぐっと掴
つか

まれま

した。

　実際にドイグの作品を見ると、想

像以上にキャンヴァスが大きく、そ

んな大画面の空間表現は、大胆な構

図ながらも奥行き・高さ・広がりな

どがしっかりと描きこまれていると

いう印象を受けました。ドイグの作

品を紹介する際にときどき用いられ

る「ミステリアス」という言葉はそ

れほど重要ではなく、軽やかに絵を

仕上げているような印象が強かった

のを覚えています。

　《ガストホーフ・ツァ・ムルデンタ

ールシュペレ》は、画面奥と横に広

がりを見せる自然を背景に、中央の

鮮やかな色彩が施された壁のある道

に二人の人物が立っています。どこ

かで見たことのあるような自然の実

景に対し、中央の鮮やかな道と直立

してこちらを見ている人物の非現実

的な不自然さなどに、ちょっとした

違和感を覚えます。

オーロラが見えそうな空には透明

感のあるエメラルドグリーンが広が

り、画面手前の地面にも呼応するよ

うに同系色が用いられています。一

方で、中景の暗い色調の水面や木々

は、画面全体の影の役割を果たして

いるかのようです。

ドイグの作品を目の前にしたとき、

具体と抽象の表現が混在しているよ

うに感じました。そのような視点を

踏まえると、本作では、画面手前の

地面と思われる箇所は、色の面のよ

うでありながら、ところどころ滲
にじ

ん

でいたりするなど複数の手法が窺
うかが

え

ます。ある程度は具体的に描かれて

いながらも、細部の抽象的な質感が

魅力的です。

ドイグの作品は、過去の巨匠たち

の作品との関連性について指摘され

ることも少なくないようですが、画

面に意味を見いだしていくというよ

りも、豊かなキャンヴァスの表面を

純粋に楽しむ方法を教えてくれる作

家だと感じます。

具体と抽象の混在




